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多くの人たちと祝い，未来への期待をこめて
50 周年記念事業「感謝の集い」を開催して

　11 月 13 日（土）13：30 より，やどかりの里
50 周年記念事業（以下記念事業），「感謝の集い」
を開催した．
　2020 年が設立 50 周年にあたり，昨年開催さ
れる予定であったが，COVID-19 感染拡大防止
のため，今年度の開催とした．
　全国から 160 人以上のオンライン参加があ
り，参加できなかった人たちからも多くのメッ
セージをいただいた．来賓として大野埼玉県知
事，清水さいたま市長からビデオで今後の活動
に対する期待と激励のメッセージをいただい
た．岡田久実子さん（公益社団法人全国精神保
健福祉会連合会・みんなネット）からは，やど
かりの里との出会いを振り返りつつ，「障害や
病気があっても尊厳が大切にされる社会の構築
に向けて，これからも努力していきましょう」
とメッセージをいただいた．
　ご来賓からのご挨拶に続き，やどかりの里か
らのメッセージとして，この 50 年の活動のエッ
センスが凝縮された記念映像「１人１人が主人
公　今　そして未来へ」を初公開した．
　50 周年記念出版『もう１つの価値に出会う　
50 のエピソードで綴る 50 のヒント』として出
版予定で，50 編の原稿の中から４編を朗読し，
障害のある人や家族，職員の経験と経験から見
出されたことを共有した．朗読にはフリーアナ
ウンサーの高山久美子さんのお力をお借りした

（詳細は本誌２面参照）. 映像，書籍はいずれも
この 50 年の活動の蓄積の中から見出してきた
価値を広く社会に知らせたいとの思いから制作
された．書籍『もう１つの価値に出会う』では，

やどかりの里が大切にしてきた４つの要素「生
きる・つながる・変える・つくる」とそれらを
支える「理念と哲学」の５部構成になっている．
朗読されなかった 46 遍も含め，改めて本書を手
に取っていただきたい．
　これまでの地域活動に多大なご協力をいた
だいた 13 人の方々に感謝状と記念品の贈呈も
行った．代表として，やどかりの里職員第一号
の荒田稔さんよりご挨拶をいただいた．50 年前
のメンバーと寝食をともにした当時のエピソー
ド，活動の存続の危機，法人化に向けての苦労，
これからも地域で生きる今後の活動の広がりに
ついて，熱いエールが送られた．
　続いて，きょうされん理事長斎藤なを子さ
ん，（株）ベストワーク代表取締役丸志伸さん，
やどかりの里理事柳義子さんからご挨拶いただ
き，50 年にわたるこれまでの取り組みと現在
の活動の広がりに対する成果を祝い，また未来
に向けての発展への期待を込めたメッセージが
述べられた．
　終わりに代表理事の増田一世より，「精神病
院は暮らしの場ではなく，生活は地域の中にあ
る，との思いで設立されたやどかりの里は，メ
ンバーや家族の願いがそのエネルギーとなって
きた．地域の中に事業所を点在させ，障害や病
気を克服するのではなく，生きやすい，暮らし
やすい環境を整え，仲間に出会える場，ここに
いていいんだという安心感を持てる場を大切に
してきた．この 50 年を通過点としながら，こ
れからも未来を切り開いていきたい」と会を締
めくくった．


